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高性能微生物を利用した油脂分解除去システムによる
油脂由来の産業廃棄物削減

 

受賞の
ポイント

優れた油脂分解能力を有する微生物の効率的な培養機能を備えた独自の油脂処理システム
を開発し、食品工場における廃棄物発生量を大幅に削減したことは、環境負荷低減による
循環型社会の形成に大きく貢献するものと評価された。

◆2023年に本システムを導入する食品工場では、油脂廃棄物約300t/年削減見込み。
◆簡易かつ低コストに導入可能な本システムが食品業界全体（加圧浮上分離法による処理工場：国内約4,000工場）で採用された場合、
約1,200,000t/年の油脂廃棄物を削減することができる。

◆微生物を活用した技術を実用化し社会実装する
ために設立した名古屋大学発ベンチャーの株式
会社フレンドマイクローブは、国家プロジェクトに
より発見された微生物を利用した油脂分解除去
システムを開発した。
◆すべての動植物油に対応でき、高濃度油脂の分
解が可能で、分解速度も圧倒的に速い微生物を
効率的に培養する装置と、それを活用する油脂
処理システムの実用化は、食品工場などから多量
に排出される廃棄物の削減と悪臭の防止に貢献
する。

◆本油脂処理システムで利用する微生物は、ラード、大豆油、オリーブオイル、魚油など、あらゆる動植物性油脂の分解ができるうえ、高濃度
油脂にも対応でき、分解速度が他の微生物と比べて圧倒的に速い。また、バターやマーガリンなどの油脂加工品に含まれるトランス脂肪酸
の分解が唯一認められているシステムとなっている。
◆“油脂を集めて浮かせ分離し捨てる”既存の加圧浮上分離法の代替として、“油脂を微生物で分解し無くす”当技術により、従来廃棄・焼却
処分されていた油脂廃棄物の削減、油脂含有排水に起因する悪臭の防止並びに温室効果ガスの削減に貢献する。

概要

先駆性・独創性

環境負荷低減効果
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●悪臭発生源の消滅
●工程の簡略化
●コストの削減
●省スペース化

●産業廃棄物の継続的な排出
●悪臭の発生
●広いスペースが必要

油脂分解除去システム

油脂分解により
廃棄物量を削減

微生物を利用した油脂分解除去システム

微生物製剤
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連絡先 リデザインプロジェクト実行委員会　https://www.redesign-project.com/

あま市七宝町遠島泉水816（株式会社Comodo LABO内）　052-485-8550

企業・学校・福祉施設が連携し、未利用繊維の循環利用を実現するとともに、学生の
環境・社会貢献活動や県民のエシカル消費を促進したことは、サーキュラーエコノ
ミーへの転換による循環型社会の形成に大きく貢献するものと評価された。

◆活動開始以来、店頭での商品販売を通じ、直接県民が
エシカルを「知って・共感し・買い物行動に繋げる」こと
を実践できる場を提供し、エシカル消費の普及を促進
するとともにサーキュラーエコノミーの実現に貢献して
いる。

◆繊維産業におけるサーキュラーエコノミーの実現に向け、これまで多くが廃棄・焼却
処分されていた、衣類の製造工程で発生する端材やロット不良の素材を未利用繊維
資源として有効活用する「リデザインプロジェクト」が2019年に始まった。
◆繊維企業・学校・福祉施設・消費者をリデザインプロジェクト実行委員会がパート
ナーシップでつなぎ、バリューチェーン全体によるアップサイクル商品の開発や販売
を実施している。
◆これまでに企業・団体61者が本プロジェクトに参画。6,587点もの商品を販売し、「地球
環境や地場産業、障がい者就労支援を考えるエシカル消費」を実践している。

◆地元の企業50社（未利用繊維素材を提供する繊維関連企業、商品販売の場を提供する小売店等）、学校11校（大学、専門学校、高等学校）、
福祉施設11団体が連携することで、“お買い物を通してみんながつながる”地域資源循環を推進。
◆地域産業の資源循環×若者のセンス・アイデア×障がい者就労機会創出×消費者の共感によるエシカル消費を具現化したプロジェクトである。

「リデザインコンテスト」入賞者発表会の様子

概要

先駆性・独創性

啓発効果

受賞の
ポイント

地場産業の繊維資源循環が創る「誰一人取り残さない」
リデザインプロジェクト＝地域発エシカル

リデザインプロジェクト実行委員会

●地域のスーパー等が売り場を
提供して、リデザインプロジェクト
商品を販売

●県民が買い物を通じて、エシカル
消費を実践できる機会を提供

スーパーマーケット等

●製造時の端材や少しの傷のために廃棄されていた生地等の
未利用繊維素材を提供
●活動に協賛する企業が地域社会貢献活動として参加

繊維メーカー、アパレル商社等 ファッション専門学校等
●学生ならではのセンスとアイデアを生かしながら限られた
素材で、障がい者でも生産可能なデザインを企画（毎年350名
の学生が参加）

●実行委員会が開催する「リデザインコンテスト」は、学生の才能
の発掘と発表の場となっており、

　学生の環境・社会貢献に寄与

障がい者支援施設
●コンテスト入賞作品を製品化
　（これまでに延べ500名が参加）

●障がい者が「ものづくり」の就労
機会を得て、持続可能な誰一人
取り残さない社会を体現

販売の様子 リデザインプロジェクト商品

素材提供

デザイン

生産

販売・購入
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